
1

瀬戸川流域における治水対策

～ 福川対策案 ～

付属資料-３



⑨サイフォン(芦田川左岸へ)

芦田川左岸へ

郷分排水
機場地点へ

３．福川における対策案
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郷分排水機場

①七社取水口

②山守排水樋門

排水樋門

⑨サイフォン
(芦田川左岸へ)

④トンネル入口地点

⑥分岐排水路
(樋門)

郷分排水機場上流域の処理も含め，
平成28年6月23日の検証を行うとともに，

再度災害防止を目的とした内水排除計
画の見直しを実施し，国・県・市が連携し
た適切な施設配置(河道の整備，排水機
場の整備)の検討を実施する。

P

⑥分岐排水路(樋門)

⑩-１ 分岐排水路

④トンネル地点

①七社取水口

郷分排水機場
下流の福川に
流下する可能
性が高い水路

山守排水樋門へ

トンネルへ

郷分排水機場地点
のサイフォンへ

⑧除塵機地点

⑤トンネル出口地点

⑦分岐排水路
(樋門)

⑦分岐排水路(樋門)

⑩-２ 分岐排水路

⑩分岐排水路
へ流下

⑧除塵機地点

サイフォン
(芦田川左岸)

⑩分岐排水路
へ流下

郷分排水機場
地点を横過
（サイフォン）

取水口上流
からの流水

七社取水口
(閉鎖)

大雨時凡例

福川等河川
雨水排水路(郷分排水機場へ)
雨水排水路(郷分排水機場下流に流下)
雨水排水路(他流域へ)
排水路対応(候補地)

③大久保樋管

※下流の神島サイフォン閉鎖

④トンネル入口地点

項目

福川対策案

内容 事業主体 検討時期 備考

福川流域の
検証及び検討

総合的な内水排除
対策の検討

県
平成29年度

出水期前

(1)内水排除計画の立案

基図：福山市都市計画図1/10,000
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(2)ハード対策の具体的内容と効果

・以下，各項目(ハード対策)の具体的内容と効果を示す。

３．福川における対策案

瀬戸川は，計画規模(1/30年確率降雨)の流量(300m3/s)が流下した場合でも計画高水位(H.W.L.)以下となる
よう，河川整備計画を策定している。
この河川整備計画に基づく河道改修を実施するものとしているが，河川整備計画区間の整備(河床掘削，築堤

等)は時間を要するため，平成28年6月23日洪水の再度災害防止の観点から，段階的な整備を推進し，福川合
流点地点の水位低下を図る。(上表①) ※付属資料‐２．P３以下参照

1)河道の整備

項目

福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード
対策

河道の整備 ① 瀬戸川の河道改修（外水位低下による樋門閉鎖時間短縮） 県 平成28年度～ 河川整備計画メニュー

○具体的内容

○整備効果

河川整備計画に基づく河道改修を実施することによる水位低下量は，福川合流点で0.78mであり，樋門閉鎖
時間の短縮により，内水被害が軽減できる。
なお，堆積土砂の撤去，樹木の伐採等，段階的な整備を実施した場合，福川合流点で0.46mの水位低下効果

が得られ，樋門閉鎖時間の短縮により，内水被害が軽減できる。
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1k300※瀬戸川の段階的な整備 (河床先行掘削)

被災水位

掘削後水位

瀬戸川整備区間
L=700m

観音橋

稲荷橋

瀬戸川

基図：福山市都市計画図1/10,000

・掘削高は整備計画河道の河床高
・護岸整備への手戻りを防止するため，
護岸整備法線から河道側を3割の勾配で掘削

水位低下量
46㎝

福川合流点（1k300）付近の瀬戸川横断面図（水位）

河床掘削
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３．福川における対策案

福川は，用排水路や雨水排水路が多数流入しており，福川の背水
影響による氾濫により平成28年6月23日の洪水において浸水区域が
拡大したと考えられる。

河川整備計画に基づき，第一佐波排水機場の増強を行い，福川か
らの溢水を防止した場合でも，右図に示すように，背水影響で耕地浸
水が発生する恐れがある。

この背水影響を防止するため，フラップゲートを設置し用排水路への
逆流を防止する。(上表②)

1)河道の整備

項目

福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード
対策

河道の整備 ② 用排水路等のフラップゲート化（用排水路への逆流防止） 市 継続検討 内水シミュレーション後

○具体的内容

○整備効果

用排水路への背水影響を防止することにより，浸水の拡大を防止
することができ，福川の水位が上昇することによる堤内地の浸水は
防止できる。

背水影響による氾濫
福川の河川水位が背後地の水路に逆流し，
水路の堤防高を超過して氾濫が生じる現象
(樋門なしの状況)

河川水位＝水路水位

フラップゲート
河川水位と水路水位の水位を鑑み，
ゲートが自然に開閉することで，水路へ
の逆流を防止。

フラップゲート

河川水位＞水路水位：閉
河川水位＜水路水位：開

福川
水路

福川
水路

フラップゲート(例)福川への流入例

ゲートにより逆
流防止可能

逆流防止できない
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３．福川における対策案

福川は，計画規模(1/10年確率降雨)の流量(15m3/s)が流下した場合でも家屋の浸水を防止する目的として，河
川整備計画(県)を策定している。整備内容は，福川排水機場(仮称)の整備(9m3/s)である。
福川上流域の雨水を下流に流さない対策が重要となるため，郷分排水機場(国)，農業用水路(大雨時は雨水排

水路)のゲート操作(市)との連携も踏まえた総合的な内水排除対策を検討する。
なお，平成28年6月23日洪水は河川整備計画(県)の計画規模を上回る洪水であったことから，再度災害防止を

目的とした内水排除計画の見直しを実施し，国・県・市が連携した適切な施設配置(河道の整備，排水機場の整
備)の検討に基づく施設の整備を実施する。(上表③,④)

2)排水機場の整備

項目
福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード対策 排水機場等の整備
③ 福川排水機場(仮称)の整備(9m3/s)，河道の整備 県 長期（10～20ヵ年） 内水シミュレーション後

④ 福川上流域の排水対策 国・県・市 継続検討 内水シミュレーション後

○具体的内容

○整備効果

平成28年6月23日災害洪水による内水対策の見直し検討を行い，国・

県・市が連携した適切な施設配置の検討・施設の整備を実施することに
より，福川流域全体の内水による被害軽減効果が得られる。

排水機場位置図
河川整備計画(県)

(福川計画高水流量配分図) 郷分排水機場(国)平面図

P
福川排水機場(仮称)(県)

P 郷分排水機場(国)

基図：福山市都市計画図1/10,000
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３．福川における対策案
3)下水道の整備

項目
福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード対策 下水道の整備 ⑤ 下水道施設（雨水）の整備 市 長期（10～20ヵ年）

○具体的内容

○整備効果

P
郷分排水機場

第一佐波排水機場

P
瀬戸川

福山公共下水道(既認可区域)

公共下水道の整備は，大雨による浸水被害を軽減するこ
とが重要な役割であり，市民が安心・安全に暮らせるまち
づくりのために計画的に取り組むものである。

なお，福川流域では泉排水区が最も大きな区域を占めて
おり，水路の整備により，福川へ流下させる計画となってい
る。

福川へ流下するまでの水路において，施設の整備を
実施することにより，福川流域全体の内水による被害軽
減効果が得られる。

【郷分排水機場上流域】

・郷分排水機場上流域は市街化区域とはなっていない
ため，下水道(雨水)の計画は対象外である。

出典：福山公共下水道資料
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３．福川における対策案

福川には，水位計が設置されていないことから，避難に係る水位情報，排水機場の操作に係る水位情報がリ
アルタイムに把握できない課題がある。
よって，福川に水位計を設置し(上表⑥)，下表に示すソフト対策「防災情報の提供」の基礎資料とする。

4)水位計の設置

項目

福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード対策 水位計の設置 ⑥ 福川水位計の設置 県 平成29年度～ 平成30年度運用開始

○具体的内容

○整備効果

福川の水位をリアルタイムに把握することで，関係機関や住民に水位情報を
提供でき，迅速な避難行動へ結びつけることができる。
また，排水機場の操作において，目視による水位標の確認ではなく，内水位

を水位計データより収集することで操作員の迅速かつ的確な操作に活用する
ことができる。(福川の内水被害の軽減)

水位計の設置と表示板の例
(瀬戸川：西神島観測所の状況)

項目

福川対策案

内容
事業
主体

効果発現時期 備考

ソフト
対策

防災情報

の提供

⑧ 浸水実績等の適切な情報提供 県・市 平成29年度～
平成28年6月23日

実績を提供

⑨ 内水浸水想定区域の作成及び公表 県・市 平成29年度～ 平成30年度公表

⑩ 避難に係る基準水位の設定と周知・運用 県・市 平成31年度～ ⑥の地点で検討

⑪ 主要箇所への避難経路などの作成支援 市 平成30年度～
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３．福川における対策案
5)流出抑制対策

項目

福川対策案

内容 事業主体 整備開始時期 備考

ハード対策 流出抑制対策 ⑦ 雨水貯留浸透施設の整備等 市 継続検討 内水シミュレーション後

○具体的内容

○整備効果

都市化が進む流域においては，河道改修等の線的な対応に加えて，流域全体を面として考える「総合的な治水
対策」が進められており，このような面的な対策を進めるためには，流域全体で様々な場所に分散するために貯留
浸透施設を設けることも考えられる。総合的な内水対策の一つとして貯留浸透施設の整備に関する必要性につい
て検討を行う。

貯留浸透施設は，一時，雨水を貯留する，または，地中に浸透させるなど，地表への流出を抑えることができる。

よって，貯留浸透施設の設置によって，ピーク流量や総流出量を抑制する効果があり，内水被害の軽減に寄与
する。



３．福川における対策案
(3)ソフト対策の具体的内容と効果

・以下，各項目(ソフト対策)の具体的内容と効果を示す。

9

過去の浸水実績，避難箇所や避難経路等に関する防災情報の提供を強化する。
また，福川特有の内水氾濫に対し，内水浸水想定区域図の作成・公表，基準水位の設定と周知・運用を行う。
なお，福川に設置する水位計(⑥)の河川水位情報(リアルタイム水位，各種基準水位(避難に係る水位))につい

ても， 広島県河川防災情報システム等を活用し，情報提供を行う。

1)防災情報の提供

○具体的内容

○整備効果

迅速かつ確実な避難行

動を行える防災文化の醸
成， 地域特性を把握した上

で迅速かつ適切な対応が
できる社会の構築など，地
域住民の防災意識の向上
の一助とする。

項目
福川対策案

内容 事業主体 効果発現時期 備考

ソフト
対策

防災情報の提供

⑧ 浸水実績等の適切な情報提供 県・市 平成29年度～
平成28年6月23日

実績を提供

⑨ 内水浸水想定区域の作成及び公表 県・市 平成29年度～ 平成30年度公表

⑩ 避難に係る基準水位の設定と周知・運用 県・市 平成31年度～ ⑥の地点で検討

⑪ 主要箇所への避難経路などの作成支援 市 平成30年度～

内水氾濫イメージ図
(出典：内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）：国土交通省)

基準水位のイメージ図



内水による浸水の危険性が高い区域において，地域と連携して，土地
利用に関する周知・啓発の検討を行い，家屋浸水被害の軽減を図る。

高さの低い土地等において整備の水準を超えた内水の浸水が発生し
た場合でも被害が軽減されるよう，家屋を新築する際には，盛土により
宅地の地盤高を高くする（嵩上げ），建築構造（ピロティ建築※）を工夫す
るなど，家屋の床の上面高さを確保する方法について，周知・啓発を検
討する。

地域と連携して土地利用のあり方を検討する際には，農地が保有する
遊水機能に着目して検討する。

※１階は建物を支持する独立した柱が並ぶ空間となっており，２階以上を部屋として利
用する建築様式
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３．福川における対策案
2)土地利用に関する周知・啓発

○整備効果

○具体的内容

項目

福川対策案

内容 事業主体 効果発現時期 備考

ソフト対策
土地利用に関する

周知・啓発
⑫

土地利用に関する周知・啓発 【新築家屋の床高など】

（農地のような一時的な遊水機能の保全）
市・地域 平成29年度～ 継続実施

地域特性に配慮した土地利用に関する周知・啓発を行うことで，家
屋浸水被害の防止・軽減ができる。

ピロティ建築の事例
(出典：第15回 気候変動に適応した治水対策

検討小委員会(資料4)：国土交通省)

宅地の嵩上げの事例
(出典：第15回 気候変動に適応した治水対策

検討小委員会(資料4)：国土交通省)



3)地域との連携

項目

福川対策案

内容 事業主体 効果発現時期 備考

ソフト対策 地域との連携

⑬ 自主防災組織の活動支援 市 平成29年度～

⑭ 自主防災組織と連携した防災マップの作成及び周知 市・地域
平成29年度～

平成31年度

本格運用開始⑮ 自主防災組織による避難マニュアルの作成 市・地域

３．福川における対策案
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福山市では，現時点においても自主防災組織（設立率100%）の活動が行われている。より効果的な活動となる
よう，洪水災害の防災訓練や研修会，啓発活動等に対して，支援を行う。

○具体的内容

○整備効果

迅速かつ確実な避難行動を行える防災文化の醸成， 地域特性を

把握した上で迅速かつ適切な対応ができる社会の構築など，地域
住民の防災意識の向上の一助とする。

防災ワークショップの流れ
(出典：防災まちづくりの手引き：福山市)

手づくり防災マップの作成例
(出典：防災まちづくりの手引き：福山市)

また，自主防災組織等による，実績内水浸水範囲，避難経路など
を表示した防災マップや，防災情報を伝達する緊急連絡網等を記
載した避難マニュアルの作成を支援する。
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３．福川における対策案
4)各施設の効率的・効果的な運用

項目

福川対策案

内容 事業主体 効果発現時期 備考

ソフト対策
各施設の効率的・

効果的な運用

⑯ 郷分排水機場の弾力的運用 国・市 平成30年度～

⑰ 第一佐波排水機場の弾力的運用 市・土地改良区 平成30年度～

⑱ かんがい期の農業用水管理（洪水前の福川水位の低下） 市・土地改良区 平成30年度～

○具体的内容

○整備効果

各排水機場等の機能を最大限活用し，浸水被害の
軽減に寄与する。

現在，郷分排水機場，第一佐波排水機場は，操作要領に
基づく運用を実施している。
平成28年6月23日洪水に対し，今後，再度災害防止を目

的とした内水排除計画の見直しを実施し，国・県・市が連携
した適切な施設配置の検討・施設の整備を実施することに
なるが，農業用水管理も含め，降雨予測等をもとに事前(洪
水前)に福川水位を低下させるなど，弾力的運用を行う。

●郷分排水機場操作要領【概要】
【樋門操作】
・外水位(芦田川水位)がT.P.+4.07m以上となった場合，内水位(福
川水位)＞外水位(芦田川水位)の条件で樋門の操作を行う。

【排水機場】
・樋門を閉鎖している条件下において，内水位(福川水位)が
T.P.+4.50mに達した場合は，排水機の操作を行い排水する。

●郷分排水機場操作実施細則【概要】
【警戒体制】
・外水位(芦田川水位)がT.P.+3.64mに達し，支川への逆流の恐れ
がある場合は，樋門及び排水機の警戒体制に入る。

●排水機等運転操作要領(委託時の要領)【概要】
【運転待機】
・以下，3項目のいずれかに該当する時
→気象台から暴風雨，大雨，高潮，又は津波警報が発せられたとき
→市長の指示があったとき
→周辺地域に浸水の恐れがあると操作員が判断したとき

【施設の運転】
・以下，3項目のいずれかに該当する時
→内水位が警戒水位を超えて，さらに上昇する恐れがあるとき
→市長の指示があった時
→その他緊急を要すると操作員が判断した時

●第一佐波排水機運転操作基準【概要】
・福川水位が0.6m（警戒水位）に達した場合管理者へ音声ガイダンス発信
・福川水位が0.7m（異常水位）に達した場合排水ポンプの運転準備開始
・福川水位が0.8m（運転開始水位）に達した場合排水ポンプで強制排水開始

下流部転倒堰
七社取水口

七社取水口地点 下流転倒堰地点

※⑱：かんがい期の農業用水管理（洪水前の福川水位の低下）について



３．福川における対策案
5)その他

項目

福川対策案

内容 事業主体 効果発現時期 備考

ソフト対策 その他
⑲ 浸水被害（内水氾濫）対応マニュアルの作成 国・県・市・土地改良区 平成32年度～ 行動計画の立案

⑳ 排水ポンプ車等に関する連絡体制の強化 国・県・市 平成28年度～
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○整備効果

○具体的内容

降雨発生時の初動体制(郷分排水機場上流域の対応)～災害発生時の関係機関，地域への連絡体制など，
内水氾濫が懸念される場合の行動計画(タイムライン)を記載した，内水氾濫への対応マニュアルを作成する。

災害対策本部が設置され内水氾濫が生じた場合，国土交通省，広島県所管の排水ポンプ車の出動の手配等
を迅速に行えるよう，関係機関との事前調整，緊急時の連絡体制を整備しているが，より一層強化する。

常時からの洪水の備えを行うことにより，洪
水時の迅速かつ確実な活動が行える体制を
構築できるとともに，防災・減災の一助となる。

排水ポンプ車による内水排除支援イメージ
(出典：左図/中国技術事務所HP)
(出典：右図/中国地方整備局HP)

タイムライン作成例 (出典：国土交通省HP)



6)維持管理

項目

福川対策案

内容
事業
主体

効果発現時期 備考

ソフト対策 維持管理
㉑ 各種管理施設の点検・報告 国・県・市・土地改良区 平成30年度～

㉒ 堆積土砂の撤去 県 平成29年度～ 平成28年度実施

３．福川における対策案
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排水機場等の管理施設の点検や報告を行い，修繕等必要な対策を行う。

環境面に配慮しつつ，治水上支障となる堆積土砂掘削等，必要な対策を行う。

○具体的内容

○整備効果

「排水機場等の各種管理施設機能」や「河道の流下能力」
など，整備後の治水機能を維持する。

排水機場・揚排水機場 点検事項一覧
(出典：中小河川の堤防等河川管理施設及び河道の点検要領：国土交通省)

河道内に堆積する土砂
(福川)

福川

郷分排水機場 第一佐波排水機場
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「本書に掲載した下表の地図は，福山市長の承認を得て，同市発行の１万分の１地形図を
複製したものである。（承認番号 平２８．福都第５１０号）」

頁 タ イ ト ル

２ （１）内水排除計画の立案

３ （２）ハード対策の具体的内容と効果 １）河道の整備

５ （３）ハード対策の具体的内容と効果 ２）排水機場の整備


